別表第三号　データグループヘッダの構成及び送出手順
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注
1　DBは、データグループ内のバイトを示し、送出順にDB1、DB2、DB3…とする。以下別表において同じ。
2　データグループ識別符号は、データグループの種別を2進値により示すものとし、番組管理データ又はページデータの場合は「0」とし、番組索引データの場合は「15」とする。
3　データグループ再送符号は、データグループ再送機能を有している場合において、同一の内容を持つデータグループを連続して再送する場合、何回目のデータグループであるかを2進値により1から15までの数値で示す。ただし、再送しない場合は「0」とする。
4　データグループリンク符号は、サービス識別符号及びデータグループ識別符号が同一である後続の異なる内容のデータグループとの連結の有無を示すものとし、連結がある場合は「1」とし、ない場合は「0」とする。
5　データグループ連続番号は、連結するデータグループの順序を2進値により示し、0から127までの数値で示す。後続のデータグループとの連結がない場合は「0」とする。
6　データグループサイズは、DB4を上位8けた、DB5を下位8けたとした2進値によりそのデータグループ内のデータブロック数を示す。
7　運用データは、放送局の運用上必要な場合に使用する。
